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平成１6年５月２４日
第３６回 日化協 技術賞選定について
（社）日本化学工業協会 

  日本化学工業協会（日化協）は、このほど、第３６回日化協技術賞を決定しました。

同賞は、化学技術の進歩向上を図り、化学産業の発展を図る一助として設けられた賞で、優れた化学技術を毎年表彰しています。

本年は、１２件の応募があり、技術委員会（委員長：三浦勇一　㈱トクヤマ取締役相談役）で慎重に審議を重ねた結果、次のとおり決定しました。受賞業績は以下のとおりです。なお、表彰式は５月２６日の第１３回日化協通常総会会場において執り行う予定です。

日化協技術賞（総合賞）

住友化学工業株式会社
「硫安フリーのカプロラクタムプロセスの開発とその工業化」

受賞理由：硫安フリーのラクタム製造プロセスの技術を開発し、年産６万トンの工業化プラントを成功させた。世界初の副生硫安を発生しないプロセスを商業的に確立したことは、経済的かつ環境負荷を抑えながら有用なものを製造するグリーン･サステイナブル技術として社会に貢献するものである。
日化協技術賞（技術特別賞）
花王株式会社

「界面活性剤不溶性金属塩の化粧品用粉体への応用」
受賞理由：パウダー化粧料の基本性能を大幅に向上させ、広範な応用が可能な新しい粉体材料「ラウロイルタウリンカルシウム塩粉末」を開発した。本材料は、のび・すべりを飛躍的に向上させ、肌への密着性にも優れ、仕上がりの透明感などの化粧品の基本性能を高める材料である。工業生産においても、副生物を含まない高品質のものを安定的に生産できる製造プロセスを構築した。
日化協技術賞（環境技術賞）

鐘淵化学工業株式会社

「世界初の完全ノンフロン発泡剤による高断熱性の押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑの開発」

受賞理由：オゾン層を破壊せず、地球温暖化にも影響のない、世界初の完全ノンフロン発泡剤による高断熱性押出法ポリスチレンフォームを開発した。グリーンガスといわれる飽和炭化水素をフロン代替発泡剤として使用した断熱材を世界に先駆けて開発・製品化することにより、地球環境保全に大きく貢献するとともに、発泡プラスチック技術分野で世界をリードする技術開発に成功したものである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（本件の問い合わせ先）日本化学工業協会　広報部（青山、石坂）　０３－３２９７－２５５５
